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和文要旨：本論は、世界自然保護連盟で 6 ヶ月のインターンシップと、その中でも特に第
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Abstract:  This is to report the author’s experience as a student internship in IUCN and 
especially  the participat ion in the 42n d of the World heritage committee in Manama. During the 
committee, i t  was observed that several properties which had been given “not inscribed” by the 
advisory body in advance changed into “inscribed” by the decisions of the committee.  It  is 
pointed by IUCN that bold reforms are urgently  needed to ensure credibili ty  of the World 
Heritage Convention, The author recognized i t  stood at a crossroads by her internship 
experience.  
 




 2018 年 2 月から 7 月まで、筑波大学大学院自然保護寄付講座の支援を受けて国際自然保
護連合 (以下 IUCN)でのインターンシップに従事した。筆者が従事した業務のうち、本論で
は第 42 回世界遺産委員会会合 (以下マナマ会合 )での業務内容に焦点を当てた報告を行う。 
 







 世界遺産委員会とは、4 年の任期を有する 21 の委員国が中心となって構成される国際会










 マナマ会合（ 2018 年 6 月 24 日～ 7 月 4 日開催）は、バーレーン王国の首都マナマ市内の
リッツカールトンホテル特設会場にて開催された。マナマ会合で行われた論点に関しては、
同研究雑誌の中で筬島による報告がなされているため、本論での言及は避ける。  
 筆者は IUCN の使節団の一員として、主に 2 つの業務を担当した。 1 つ目が諮問機関に
よるサイドイベントのオーガナイズである。世界遺産制度において科学的知見を基に遺産



































 筆者は IUCN で半年間を過ごし、新規案件の評価プロセスの一部を垣間見たが、諮問機
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